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ＺＥＢリーディング・オーナー　導入計画 ①

オーナー名 有限会社尾野商事 登録年度 2021

建築物の名称 鬼塚電気・鬼塚産業本社ビル

 

建築物のコンセプト 建築物概要

環境配慮型の快適な空間と省エネルギーを両立させた建設計画に伴い、ZEB化の実現

により環境負荷の低減・サステナブル社会の普及に貢献する。

高性能断熱および窓の導入による空調負荷低減、空調は高COP、高APF（通年エネル

ギー消費効率）機器を採用し、照明は人感センサーと照度センサーの積極的採用によ

り、温室効果ガス排出抑制を実現させる。

都道府県 地域区分 新/既 建物用途

大分県 7 新築 事務所等

延べ面積 階数(塔屋を除く） 主な構造 竣工年

RC造 2022年

ZEBランク 省エネルギー認証取得

『ZEB』

BELS

2,661 m2 地下 - 地上 3階

CASBEE

LEED ISO50001

その他

一次エネルギー削減率（その他含まず）

創エネ含まず 68 ％ 創エネ含む 107

ＬＥＤ照明器具 一次エネルギー消費量(MJ/年m2)
BPI/BEI

基準値 設計値

仕様 仕様 省エネルギー性能
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機器

312 0.70

空調 662.96 229.03 0.35

システム 在室検知制御/明るさ検知制御屋根 ウレタンフォーム断熱材 PAL* 450

換気 47.67 17.22 0.37

遮蔽 日射追従型外付けブラインド
昇降機（ロープ式） ＶＶＶＦ制御（電力回生あり） 照明 307.78

窓 Ｌｏｗ－Ｅ複層ガラス（空気層） 給湯

機器 ヒートポンプ給湯機

システム 太陽熱利用システム

65.54 0.22遮熱 屋上緑化
変圧器
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第二次トップランナー変圧器
自然利用 ライトシェルフ/光ダクト 給湯 21.59

外皮

断熱

12.06 0.56

その他 -

効

率

化

コージェネ
機器 -

昇降機 11.27

システム 外気取入れ量制御システム（CO2制御）

システム 余剰売電

創エネ

10.02 0.89

-407.89 -蓄電池 機器 リチウムイオン蓄電池/水素蓄電池

太陽光発電/風力発電 コージェネ

発電量
0.00 0.00 -再エネ

機器

0.00

1,224 98 0.09

その他

技術

機器 - その他 171.91 171.91

ZEB実現に資するシステムのみ記載しています。

システム -
創エネ含まず

合計
1,224 506 0.42

換気

機器

BEMS システム 負荷制御技術/チューニングなど運用時への展開
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（熱源）

ビルマル（ＥＨＰ）/パッケージエアコン/ルームエアコン

/全熱交換器

システム -

-

システム - 合計
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『ZEB』

Nearly

ZEB

ZEB

Ready

ZEB

Oriented

新築／改修  新築
所在地    ⼤分県⼤分市
地域区分   ７地域
竣⼯年⽉   2021年1⽉
発注者    (有)尾野商事
設計者    東九州設計⼯務(株)
施⼯者    (株)清⽔建設

建物⽤途  事務所
建築⾯積  1,135㎡
延べ⾯積  2,661㎡
構造    鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
階数    地上３階
ZEBランク 『ZEB』

⻤塚電気・⻤塚産業本社ビル

設計コンセプト

グリーン化の取り組み

施設概要

創エネ   空調   換気   照明   給湯   昇降機

663基準値（1053）

設計値（-70）

設計⼀次エネルギー消費量［MJ／㎡・年］

1955年4⽉創業、電気⼯事、通信⼯事、管⼯事、IT⼯事を⾏う会社である。既存社屋の⽼朽化を受け、新社屋をモデル施設とした
⾃社の得意分野づくり、新しい建築技術の取得、技術社員の強化、社員のやりがい創出等の観点から、『ZEB』に取り組むことを
決めた。『ZEB』を実現するために、環境省の「令和3年度レジリエンス強化型ZEB実証事業」の補助⾦採択を受けている。

脱炭素社会に向けた建物の省エネルギー化以外にも、社屋周辺が津波の浸⽔エリアに指定されていることから、災害時に社員や
近隣の⽅々が避難できる「津波避難ビル」としての役割を担っている。また、地域資源の活⽤として、屋上緑化には地元⾥⼭の
植物を採⽤、⼤分県産材の杉を内装材や家具に使⽤することで、⽊質化による快適な執務環境を構成している。

建物仕様

屋根      ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 40㎜
外壁      ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 40㎜
⼟間下     押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種  25㎜
窓       アルミサッシ
        Low-E複層ガラス（Ar16）
遮蔽・遮熱   ⽇射追従型外付けブラインド
        屋上緑化

空調   パッケージエアコン
換気   −
照明   LED照明器具
給湯   ヒートポンプ給湯器
昇降機  VVVF制御（回⽣あり）
創エネ  太陽光発電  105.64kW
その他  BEMS

・⽇射遮蔽に、⽇射追従型の外付けブラインドを採⽤し、照度、温度、⾵向⾵速等の各種センサーによる⾃動制御を⾏っている。
・昼光利⽤として、光ダクト、トップライト、ライトシェルフを採⽤し、⾃然採光を確保している。
・創エネルギーの設備として、太陽光発電の他に、レンズ⾵⾞による⾵⼒発電、グリーン純⽔素発電を採⽤。
 曇天・⾬天の停電時、台⾵停電時の太陽光に期待できない場合のバックアップ体制を整えている。
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